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規模の経済が働く道路サービスの供給
→需要に合わせ規格の高い道路を供給すべき→需要に合わせ規格の高い道路を供給すべき
→階層性を持たせることにより総費用は最小化

交通量が増え、
混雑により
規模の不経済傾き（限界費 規模の不経済傾き（限界費

用）が混雑と
ともに急増

長期平均
費用曲線

過剰
供給

過小
交通量の増加に合わせ供給 供給

（混雑）

交通量の増加に合わせ、
車線数を増やせれば、
規模の経済を享受
（長期平均費用が逓減）（長期平均費用が逓減）

注）総費用にはインフラ建設、維持管理、混雑、事故などを含む



規模の経済：
動脈構成と断面積当たり血流
(大動脈、動脈は効率よく血液を輸送。( 動 、動 輸
最小のネットワーク投資で血液を循環？)

内径

供

本数

給

総横断面積 血流

需要

人体百科
Jintai100.com

供 給 需要

大動脈 25 mm １ 本 4.5 cm2

30 μm
1111 cc 

/min･cm230 μm /min cm

動脈 4-3 mm ５０ 本 20 cm2 250 cc 
/min･cm2

細動脈 30 μm 6000 万
本

433 cm2 11.5 cc 
/min･cm2

毛細血管 6 μm 160 億 本 4,500 cm2 1.1 cc /min･
cm2



【高規格幹線道路 断面交通量ランク図(H17道路交通センサス・貨物車類)】

道央自動車道
(大野地IC～北郷IC)

115百台

北陸自動車道
(新潟西IC～黒崎PA)

185百台

実際の需要（交通量）≒理想的な車線数

東北自動車道

長野自動車道
(松本IC～塩尻北IC)

137百台

名神高速道路

近畿自動車道
(松原IC～松原JCT)

東北自動車道
(盛岡IC～盛岡南IC)

87百台

東北自動車道

名神高速道路
(京都東IC～京都南IC)

473百台

中央自動車道
(高井戸IC～大泉JCT)

252百台

643百台

山陽自動車道
(志和IC～広島東IC)

237百台

(宇都宮IC～鹿沼IC)
170百台

東名高速道路
(厚木IC～横浜町田IC)

598百台

沖縄自動車道
(北中城IC～西原IC)

87百台

東名高速道路
(静岡IC～清水IC)

459百台

高松自動車道
(善通寺IC～さぬき豊中IC)

81百台

九州縦貫自動車道
(筑紫野IC～大宰府IC)

375百台

出典：徳山（2009）需要に合わせた供給



受益と負担の一致による長期的な道路整備
混雑時（供給過少状態）：割増料金（限界費用課金）を取り混雑時（供給過少状態）：割増料金（限界費用課金）を取り、
短期的に需要抑制（混雑税効果）、さらに同財源を活用し、
長期的に車線増 車線増なら料金低下長期的に車線増。車線増なら料金低下。



受益と負担の一致による長期的な道路整備
非混雑時（供給過剰状態）：割引料金（限界費用課金）を取り非混雑時（供給過剰状態）：割引料金（限界費用課金）を取り、
短期的に需要誘発、さらに財源不足のため、
長期的に車線減 車線減なら料金上昇長期的に車線減。車線減なら料金上昇。

問題：均衡後、需要の少ない道路の課金額は相対的に高くなる



対距離課金による限界費用課金
欧州における大型車対距離課金制度の導入欧州における大型車対距離課金制度の導入

ドイツ ｵｰｽﾄﾘｱ スイス

大型車課金大型車課金

開始時期 2005.1.1 2004.1.1 2001.1.1

課金道路 高速道路 高速道路 全道路網

対象車 以上 以上 以上
大型車課金大型車課金
道入国道入国
（中央部）（中央部）

対象車両 12ｔ以上 3.5ｔ以上 3.5ｔ以上

料金算定

基準

・距離

・軸数
・距離

軸数

・距離

・重量
基準

・排出性能
・軸数

・排出性能

課金技術 GPS DSRC

タコグラフ

＋DSRC

ドイツ
2005～

課金技術 GPS DSRC ＋DSRC

（GPS）

31

63

41 46

 101

22

 65
３軸・２５ｔ車両
４軸・４０ｔ車両

オーストリア
2004～

スイス
2001～

7

20  22

ドイツ オーストリア スイス 日本

注：ドイツ、スイスは標準的なエンジン性能を想定 （円／ｋｍ）



道路課金の動向

固定料金 対距離課金

ユーロビニェット 有料高速道路

インフラ負担

ユーロビニェット
・北欧諸国

有料高速道路
・南欧諸国

インフラ負担

橋/ﾄﾝﾈﾙの通行料金
・ノルウェー等各国

大型車対距離課金
・ドイツ、オーストリア

混雑課金（社会的限
大型車対距離課金

外部費用負担

（混雑 環境）

混雑課金（社会的限
界費用）
・ロンドン

・スイス（社会的平均費用）、
(スウェーデン導入予定)

全国全車種対距離課金（混雑、環境）
・ストックホルム

・シンガポール

全国全車種対距離課金
・(オランダ導入断念）、

（シンガポール導入計画中）

8シンガポール次世代課金システム：2012年4月3社によるトライアル、1社選定し2014年実装
基本的にＧＰＳ＋ＤＳＲＣ（位置、走行距離補性）、駐車場課金・車車間通信も視野


